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防災対策は日ごろの備えから ！
　地震や風水害などの自然災害は、私たち人間の力では食い止めることはできませんが、災害
による被害は、日ごろの備えによって減らすことができます。自治体などによる防災の取り組
み（公助）はもちろんのこと、自分のことは自分で守る（自助）や地域の人たちで助け合うこ
と（共助）こそ、災害による被害を少なくするためには不可欠な取り組みといえます。
　本ハンドブックでは、現在の自分や家族の防災力・減災力を把握するために、「減災教室」
のページを設けました。防災対策について自分や家族の弱点を見つけ、どうしたらその弱点を
克服できるか本ハンドブックで確認し、防災力・減災力を高めましょう。
　また、大きな災害が発生した場合、自治体などの防災機関による活動には限界があります。
こうした場合には、何よりも地域の人たちの協力が必要です。地域の人たちと協力して、災害
時にすばやく行動できる体制をつくりましょう。
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